断絶と和解の円環 : 山川健一『人生の約束』論 by 谷川 拓矢
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- 6 - 
いては、
自らの隔てられたも
の、失われた（失われつつ
ある）もの
＝〈過去〉
と向き合い、和解に至る
＝〈美・
誇り〉 を見出す
という構造
が
反復
され
ているのであった。
それは、この物語の
〈幾千もの時を超えてきた曳山〉 〈
そ
びえる立山連峰と青く輝く日本海
〉
の描写に始まり、そ
れに終わるという構造が象徴
していると言えよう。
 
 
〈神は死んだ〉と言われる近代以降において、
こうし
た
構造の
回帰が
全知の視点
で
繰り返
語られることによ
り、永遠に反復するものを感じさせる。また、物語を相対的に
捉える
ことを可能とし、映画版との相補的関係を
成し、 『人生の約束』という一つの物語を形作っているのである。
 
  註
 
一
 
 幻冬舎、二〇一六、七。
電子書籍オリジナルのために書き下ろさ
れたものである。
 
二
 
 早川書房、一九九五、十二。
 
三
 
 東北芸術工科大学ホームページ
(tuad.ac.jp)より。
 
四
 
 幻冬舎文庫、二〇一五 十一。本稿における読解、引用はすべてこれに拠るものとする。
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